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合が一般田より大きいれ宮城県においては最近10カ年

大きな水告がないことも泥炭地水和の収鬼を高めている

一国であろう．

粛1表　　亀城県に卦ける草葉種類別贅土地改良面横並びに土地改良完了面餅

項　　　　　　　　 目 用　 水　 改　 良 排　 水　 改　 良 用 排 水 改 良
l
1 暗 渠 排 水 客　　　　 土

要 土 地 改 良 面 横　 ＊

h a h a h a h a h a

2 4 ，4 0 0 1 8 ．6 0 0 2 ，8 0 0 6 ，8 0 0 9 ，9 0 0

土 地 改 良 完 了 面 蹟 ＊ ＊ 2 8 ，7 0 0 1 2 ．2 0 0 2 ，7 0 0 1 ，4 0 0 2 ，5 0 0
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水　凹　土　壌　の　生　j）γ三　性　判　定　試　案

本　　谷　　耕　　一

（東　北　農　武）

1　才　えがき

稲作にPける多収の可能性はrl米作日不一ノェ少明らか

にされて来ているが．その多収田の立地条件・栽培方法

の特徴などについて吐すでに報告した．「史た生産量に応

じて要求される技術の内容も異るという収量の段階性を

も推定して来たのであるが，この個人的多収性に対応し

て地帯としての高位生産地が当然考えられる．

この個人と地帯との生産性要因は不乗同一のものと考

えるが，地帯として吐個人として導入している多収の諸

条件が目然環境上カ附与されていると解し，まず従来の

多収穫入賞者の技術解析結果から帰納される特徴的条件

が自然環境から如何に与えられているかを発明し，さら

に栄養生理的・土壌的条件のいくつかを知ることに上身

細何をる地帯がどの程よの段牌まで生産が可能か判竜の

方法を検討した．

2　多収田より帰納される条件

過去10政年間に封ける東北の多収田から共通した条件を

もとめて第1表に示したが，従来hわれる通力水理・透

水条件のよい深耕一堆肥多用一客土を行っている土壌が

浮び上る．しかもこれらの条件下でそれを活用しうる技

術が採用されて始めて面横当少籾数を多くし，かつ登熟

を良くしていることが認められる・

3　栄養生理的条件

多収しうる水稲については形態上好ましい姿として種

々の注文がつけられているが，その形態をとらせるのが

栄養生理的条件であるのでその特徴哀求めると次の通わ

である．

1．多収を得た水稲は収穫期でも生業故が8枚以上あ

少．しかも止秦のⅣ串が0．8－0．9多もあり高いので収穫

期のワヲとして吐0．‘％前後のNを含むこと多く，ワヲの

Ⅳ廃とy吸収量ははゞ比例している．しかもモミのⅣ廃

ははゞ1．1節で一定であるので収量の増大に伴hNの全

収量壮大とな少，Ⅳを十分供給出来る土壌条件が多収の

第一要因である．

第1表　多収技術より帰納される条件

粂　　　　　　　　　　　件

水　田　の　立　地

1】段丘下，叉吐扇状地前線l開析低

地1
2）下層土の透水性良好（有機物層あ

るか構造発達】

土地改良と肥培

11堆厩肥11－2tlの連用

2】客土l洗軌　山，畑土）の連用
3　深耕　18甜く

明暗渠　地下水位70（輝く　減水
深　8－4と滞／日

乙　しかし嵐に封を多く吸収するのみでなく吸収した

yl勘当カの玄米生産量l生産能率）は伽一mで高い．

これを高くしている要因として吐透水性の外，粘土の質

も考えられる．

a p205　についても同様でも0。吸収量のみでをく

生産能率の高いことが認められる．そのために吐土壌の

燐酸吸収刀の多少高いこと，可能燐酸のやゝ少hことが

関与している．

も　さらに着分の時期別吸収をみると第1回の通れ
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：　　：孝　　三　　芸
（加コ内の敵手は欄駄赦†与膚隅内のNt鮎馴

第1回　生育時期別査分吸収

時期別に万逼なく収穫期漉至るまで吸収盲れていること

が理解されるのである．

4　土電巨条件

このように養分吸収奇行わしめるのは施肥法・栽植様

式などの外土壌条件であるが，その条件をみる忙多収田

で吐土壌からの放出封が多いだけでなく，脱水【乾土I

効果吐乾田と同様6－7で高くなく，易分解性有機物と

徐々に分解する有機物との′くヲユ′スがとられていると考

えられ，その有機物の0／Ⅳ比牡やゝ高い．脱水効果は湿

田に高くⅣの出方の早いこと吐従来示されているが，乾

種目櫨そのため無窒素で吐穂故の形成が少く施肥の効果は

高い・かように多収田と吐多肥しうる土壌でしかもそれ

により生産の上る土壌のようである．

ち0．についても同様で例へば庄内地方で吐燐酸吸収

力の大をるほど収量が高い．この場合の吸収刀吐1邪程

度であるが，比較的可溶も0．の少く燐酸吸収刀の大を

る条件が多収田にみられる．

以上の条件を集約してみると弟2表の通りで多収田土

壌と吐このような性格をもっている．

5　多収要因の自然環境よりの導入

以上が個人的多収から得られた土壌条件であるが，こ

れらが自然環境からどのように与えられるか地形・堆康

様式（水系】・母材をど土壌の自然単位の形成要因から

みたい．

地形的に吐標高の高い所上身低地に向い礫一秒→粘土

の順疋配列され，同時に地球化学的に吐各種の成分が珪

酸・7ルミナ→鉄・マンガン→石灰・昔士→カリ・ナト

リウムなど低地に向って配列される．これらを基にして

みる忙粘土の多い有機物・塩基の集棟してレ、るのが低地

で従来とも水田として利用されているが．ヤゝ榛高の高

い所妖分解溶脱を主としたA∠・yOの癌性の大をる土壌
である．

さらに土壌母材からみると玄武岩をど塩基性岩で吐2，

3価の成分の供給が多く．この意味で安山岩耳火山灰の

第2表　　多収捜土壌より帰納される要因

土　 壌　 要　 因 条　　　　　 件 一与えている要因

1】　CEC　釦皿e＜
鋤m ∈く透水不良

10皿β肥切れ
…≡‘芸 1

21 Ⅳ供給刀　天 有機物施用劾
C／封10－12 果：天乾田 窯軌 探軌 i

脱水効果6－7 排水客土 作土

地形
堆横様式

母材，火山灰

8）耕土探日はm ≦ 深耕・客土

4】燐厳吸収刀 可給燐酸
弧）～1軸0 15〟ヴ／100g～ の混入

5）透水性　3 ・－4 亡加
耕盤透水

喜…慧 壬層

6】地下水位　50 （輝く

混入吐生産上あながち無意味でない．また水成岩では毒

東北に多い凝灰岩吐粘賃土壌を形成するが，透水上必ず

しも好適土壌だけでをい．むしろ上威多収穫水田の条件

が作士として好ましく走る．

つまり凝灰岩質母材が基本でそれ疋火山灰が混入する

が他の土壌が自然客土で混合した作土で，地形上下層の

透水のよい河川流域に堆横した土壌が上記の土壌条件を

具備し易く，高位生産地帯となりうると解され，会津坂

下，庄内遊佐，津謹中流部をどがこれだ相当している．

粘土混合の多い泥炭地は排水さえ上けれぽこの条件だ合

（霊等霊芝誤浮雲至芸設定票差買足悪霊歪地；賃ノ貞王
致するところ多く，高位生産の可能性仕もってレ、る．

6　　む　ナ　び

水稲生育上養分ことKNの供給の場として吐次の如く

＿量的にも質的Jこも調節されていることが望ましく，これ

が頚確当少の籾敏決定を支配し，さらに透水性と結合さ

生産性
籾故

面・・・

休債 孟芸’C，可冶り量
時間・・・・・・C／札∴ち05吸収力，結合形態一賞

豊熟・・・・・・透水性

させることによ少その土壌の生産性を大局的に推定する

ことが出来る上うに思われる．現在その土壌にこれらの

要因がどの程度入っているかに上り収崖の段謄性をも推

定出来る筈であるが，夜勤解明されていをレ、因子が多く

しかもこれらの要因吐他の要因と互だ関連し，又は代替

されうるので．生産だ対する相互の強度性別に考えねは

ならをい．改野これらの生産の可能性が技術に上めどの

硬化生かされるかに上り現実の生産に多少の差社もたら

すこと吐当然である．




